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このテーマに関連するSDGs開発目標

　情報デザインの分野における大きな課題の1つに、ユーザーエクスペリエ

ンス（UX）デザインがある。UXデザインのためには、真のユーザーのニーズ

を見出すことが重要である。そのために、実践ワークショップをデザイン開

発プロセスに積極的に取り入れることが本研究の特徴である。UXの提供

のために、サービス・アプリケーション等の企画をし、ワークショップ、プロ

トタイプの制作、研究開発、実装をしている。そしてこれらの実践により、デ

ザイン開発プロセス研究を進めている。

研究内容

　これまで、ICT企業とのモバイルアプリの共同研究・開発プロジェクトで

は、ニューツーリズムを支援するための観光アプリをリリースした。社会福

祉法人との共同研究では、高齢者の自立支援を目的とした「バリアウォーキ

ング」という活動のデザインをしている。2016年からは子育て支援のワーク

ショップ(WS)のデザインをしており、子育て中の母親を対象としたWS

（2016～2017年度）と、子育て中の父親対象としたWS（2018年度～現在）

をデザインし、実践している。これらに共通していることは、クライアント側

の一方的な提供ではなく、ユーザーが真にやりたいことを楽しくできるUX

を提供していることである。共同研究により、UXデザインの手法を開発し、

企業・団体でUXの実践をし、製品・サービスの開発に寄与したい。

地域・産学連携の可能性


